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地球温暖化に関するアンケートのお願い 
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前略 来る参議院議員選挙のご準備に向けて大変お忙しいことと存じます。 

 私たちは地球温暖化問題が深刻になる中、地球温暖化をとめるための新しいルールをつくろうと、中長

期的な大幅削減を実行するための法制化を求めて活動を展開してまいりました。 

 昨年の衆議院議員選挙においても、全候補者の皆様にアンケートを実施し、「未来を選べ！ ～衆議院議

員選挙の候補者＆マニフェスト エコチェック～」として WEB に結果を発表し、有権者が選挙の際に各候補

者の政策を確認できるように紹介してきました。最近では、インターネットで有権者の考え方を確認する

ことが増えてきているため、前回のアンケートでも多くの市民がサイトを確認して投票したという大きな

反響を得たところです。 

 

 つきましては、この度の参議院議員選挙においても候補予定者の皆様に地球温暖化問題に対するお考え

をお示しいただきたく、アンケート票をお送りさせていただきました。大変お忙しいところ恐縮ですが、

別紙アンケートにご回答をいただきたく、何卒ご協力をお願い申し上げます。 

 

 本アンケートの結果は、選挙区（都道府県別）・比例区（政党別）に分けて WEB 上で結果を掲載させてい

ただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

敬具 

＜参考＞ 2009 年「未来を選べ！ ～衆議院議員選挙の候補者＆マニフェスト エコチェック～」 

     http://www.maketherule.jp/dr5/eco-check 

 

アンケート締切日 6 月 15 日（火） 
アンケートの回答は FAX にてお願いいたします。 

また、アンケート用紙を添付ファイルでご希望の方は事務局までお知らせください。 

 

【お問い合わせ】 

 MAKE the RULE キャンペーン実行委員会事務局 

  〒233-0011 東京都千代田区麹町 2－7－3 半蔵門ウッドフィールド２F 

  TEL：03－3263－9210  FAX：03－3263－9463 Email：jimjim@maketherule.jp 

    URL：http://www.maketherule.jp 



 

参議院議員選挙用    （回答締切：6月 15 日（水）） 

地球温暖化問題に関するアンケート：ご回答用紙     FAX 返信先：03-3263-9463 
 

お忙しいところ恐縮ですが、以下の５つの質問について、ご自身のお考えで最も近いもの一つだけに○をつけて、

6月 15 日（火）までにご返送ください。 

 

候補者名：                     所属政党：              

参議院議員選挙：    □選挙区（     都道府県）  □比例 

アンケートご担当者様名：         TEL：          Email:           
 

 

Q１．日本は、世界での温室効果ガス削減のリーダーシップをとるために、率先して 2020 年

25％、2050 年 80％削減をめざすべきと考えますか？ 

 

１．世界に率先して削減をするべき             ２．他国の動向をみながらやる方がいい 

３．日本よりも、アメリカや途上国など他国がやるべき    ４．判断できない 

 

 

Q２．日本が低炭素エコノミーを目指し、日本の産業構造を変革し、新たなビジネスや雇用を

促進することに対してどのようにお考えですか？  
 

１．大いに賛成である                ２．産業界に悪影響を及ぼさないか疑問である 

３．低炭素エコノミーでは経済は再生できない     ４．判断できない 

 

 

Q３．削減を促すしくみとして、「キャップ＆トレード型の排出量取引制度」「炭素税」「再生

可能エネルギーの全量の固定価格買取制度」などをすみやかに導入するべきと思いますか？
 

１．速やかな導入が必要だ              ２．有効性に疑問をもっている 

３．導入には反対である               ４．判断できない 

 

 

Q４．温暖化対策として、原子力発電は必要だと思いますか？ 

 
 

１．必要とは思わないので、段階的に削減すべき   ２．必要だが新規増設や稼働率向上に疑問を持っている 

３．日本の温暖化対策の柱として推進すべき     ４．判断できない 

 

 

Q５．政治家として、地球温暖化問題について優先的に取り組みますか？ 

 
 

１．最優先事項の一つとして取り組む        ２．関心があるが、優先事項ではない 

３．関心がない                  ４．判断できない 

 


